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ビンタイ，ヘラシダ，シロヤマゼンマイなどのシダ
植物の被度が高い。群落の幅は8ｍ前後で，水路に
沿って伸びる帯状の小規模な群落であった。
　ヘゴはシダ類ではあるが陽性植物で，水辺近くの
林縁部に群落を作る。よく似たヒカゲヘゴも奄美大
島以南の流水辺の崩壊地に群落がみられる。ヘゴ群
落は先駆群落の1つといえる。

⑨　サキシマフヨウ群落（調査地点番号15）
　先駆植物のサキシマフヨウが4ｍ前後となって低
木層に優占する群落で，畑放棄地や残土置き場等に
発達する。サキシマフヨウの空隙にはトウゴマや
ゲットウなどのかつての栽培植物も繁茂する。草本
層ではセイタカアワダチソウやハチジョウススキ，
ノアサガオなどの被度が高い。

⑩　アブラギリ群落　（調査地点番号20）
　最上層の亜高木層にアブラギリが優占する群落で
低木層にはシマイズセンリョウ，ホウロクイチゴの
被度が高い。かつての棚田が耕作放棄され，土砂が
堆積して盛り上がった土地に成立している。栄養分
も多く大型化したクワズイモやカツモウイノデなど
が繁茂している。

⑪　ホウロクイチゴ群落（調査地点番号10）
　現在利用されなくなった道路上で，両岸をシイ林
で囲まれた間隙にホウロクイチゴが1.5ｍの高さの
低木層に優占する群落が成立していた。

D　草本植物群落（表6）
⑫　ナピアグラス群落（調査地点番号21）
　畦畔や畑作放棄地に高さ2.5ｍに達する牧草由来
のナピアグラスがびっしりと優占する群落がひろ
がっている。種子島をはじめ南西諸島では路傍・空
き地でしばしば広い面積群落を形成し観察される。
 

　群落調査は未実施であるが，上記のほかメヒシバ
群落などの耕作地雑草群落，ダンチク群落，セイコ
ノヨシ群落，ミゾソバ群落などの水辺植物群落など
も確認した。今回の調査でヘゴの分布が確認できた
のはヘゴ群落とスギ植林内だけであった。

（3）現存植生図

　既往文献や植物群落調査をもとに植物群落を類型
化して凡例を設定し，西之表市作成の5000分の1地
形図上に図3の現存植生図を作成した。

　凡例は高木林，低木林，その他と分け13凡例とし
た。植生分布の概要は以下のとおりである。
　地域の主要な2次林であるギョクシンカ－スダジ
イ群集は相観的にはスダジイが優占するが，局部的
にアラカシやマテバシイが優占する林分も含めてい
る。丘陵地の斜面上部から下部まで広く分布する。
　マテバシイ群落はマテバシイが優占する群落で，
丘陵地斜面の頂部や上部の貧栄養・乾燥な立地に分
布する。
　タブノキ群落はタブノキが優占する群落で，図で
は東側の谷部に小面積分布する。本来立地すべき谷
部の多くはスギが植林されている。
　スギ植林は，スギやヒノキが植林され優占してい
る林分で，主に谷部に沿い斜面の下部に分布する。
本地域では主要な植生である。　
　アカメガシワーカラスザンショウ群落は先駆性落
葉樹林で，クズ群落，サキシマフヨウ群落，アブラ
ギリ群落を含む。道路のり面や崩壊地，耕作放棄地
に分布する。
　モウソウチク群落はモウソウチクが優占する群落
で管理の強弱を問わず本凡例とした。人家近くに分
布する。
　ダンチク群落は水辺に分布する。湊川沿いや東側
の湿った道路沿いに分布する。

（4）ヘゴ個体群の分布調査

　現地踏査でヘゴの被度が2以上占める地点を図化
しヘゴ個体群分布図（図4の網掛部）を作成した。
CADによって面積を求めると18,200㎡となった。
　湊川支川の西に向かう渓流辺で，柳原集落に向か
う道路に沿うように分布している。渓流辺から分岐
する谷部にも分布を広げる。分岐した谷部の多くは
付け根付近まででそれほど奥までは分布はしていな
い。また，谷部入口付近に位置し，水田と隔てる渓
流辺で2次林の林縁部としてもヘゴ群落が形成され
ているが小面積である。

（5）毎木（株）調査

　ヘゴの齢構成や個体数を推定するため毎木調査を
行った。分布密度の高い渓流沿いを中心に典型的な
図4の5（A ～ E）地点を選定し，5ｍ四方の方形枠
を4ブロックを組み合わせた調査区に杭を打ち設定
した。調査区は斜面の上部に向かって上位，左側よ
り1 ～４のブロック番号をつけ位置を識別した。な
お，各地点の各ブロック内には高木層～亜高木層ま
ではスギやヒノキに覆われることはあっても，ブ
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表5　植林群落組成表

群落番号
調査区番号 28 2 1 3 4 5 12 29 17 25

調査月日 （2020-2021年） 9月24日 9月20日 9月20日 9月21日 9月21日 9月21日 4月15日 9月24日 7月31日 9月23日

標高（m） 55 55 30 85 90 95 85 75 90 30

方位 NE NE WSW E NNW ENE SSE WSW N NNW

傾斜 （゜） 10 10 5 5 15 10 20 10 5 25

調査面積（m×m） 10*10 10*10 5*20 10*10 10*10 5*20 20*10 15*20 15*15 20*20

備
考 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

高木層（T1）の高さ（m） 16 15 20 21 20 18 24 16 15 13

高木層（T1）の植被率（%） 10 10 60 70 60 70 70 80 90 80

亜高木層（T2）の高さ（m） 7 8 0 0 0 0 10 6 0 0

亜高木層 （T2）の植被率（%） 60 60 0 0 0 0 70 10 0 0

低木層（S）の高さ（m） 3 3 3 4 7 4 3 4 3 4

低木層（S）の植被率（%） 30 30 50 60 40 60 20 20 10 10

草本層（H）の高さ（m） 1 1 1.5 1.5 1.5 1 1 1 1 1

草本層（H）の植被率（%） 70 90 50 95 80 70 30 80 30 70

最大樹種 スギ ヒノキ スギ スギ スギ スギ スギ スギ モウソウチク モウソウチク

胸高直径 0 28.3 0 0 0 68.6 64.3 0 0 0

出現種数 43 48 43 44 36 40 34 53 45 69

和名 階層 28 2 1 3 4 5 12 29 17 25
植裁種

Cryptomeria japonica スギ T1 ・ ・ 4・4 4・4 4・4 4・4 4・4 5・4 ・ ・

Chamaecyparis obtusa ヒノキ T1 2・2 1・1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

群落区分種

Alocasia odorum クワズイモ S 2・2 1・1 1・1 ・ ・ 1・1 ・ + ・ ・

H 2・2 1・2 ・ + 1・1 1・2 + 1・1 ・ ・

Gynostemma pentaphyllum アマチャヅル H + + + +・2 + + + + ・ ・

Cyathea spinulosa ヘゴ T2 4・4 4・4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

S ・ 2・2 3・4 4・4 3・3 4・4 ・ ・ ・ ・

H + + 2・2 ・ ・ 1・1 + ・ +・2 ・

植林種・群落区分種

Phyllostachys edulis モウソウチク T1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5・5 5・5

H ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +

Carex alopecuroides var. chlorostachya シラスゲ H ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +・2 +

Viola grypoceras var. grypoceras　 タチツボスミレ H ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1・2 +

Hylodesmum leptopus トキワヤブハギ H ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + 1・1

その他の種

Piper kadsura フウトウカズラ T1 ・ ・ ・ + ・ + + ・ ・ ・

T2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1・1 1・1 ・ ・

S + + + + +・2 + + + + +

H + 1・2 +・2 + 1・2 ・ 1・2 + 1・2 ・

Maesa perlaria var. formosana シマイズセンリョウ T2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

S 1・1 1・1 ・ ・ + ・ 1・1 ・ 1・1 ・

H ・ 1・1 + + 1・1 1・2 + 1・1 1・1 +

Alpinia intermedia アオノクマタケラン　 S ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・

H 1・1 1・2 + 1・1 1・1 1・2 + 1・2 1・2 +

Ctenitis subglandulosa カツモウイノデ S ・ ・ ・ ・ ・ 2・3 ・ ・ ・ ・

H 3・3 2・3 3・4 4・4 3・3 3・4 2・3 4・4 2・3 1・2

Deparia lancea ヘラシダ H 1・2 1・2 + 1・2 1・2 1・2 +・2 1・2 +・2 +・2

Smilax bracteata var. bracteata　 サツマサンキライ H 1・1 + + + + 1・1 ・ + + +

Angiopteris lygodiifolia リュウビンタイ S ・ ・ 2・2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

H 2・2 2・2 2・2 2・2 2・2 2・3 2・2 1・2 + ・

Pteris fauriei ハチジョウシダ H 1・1 1・1 + 1・2 ・ 1・1 1・2 1・1 + +

Ficus erecta var. erecta イヌビワ T2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1・1 ・ ・

S ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・

H + + + + ・ + ・ ・ ・ +

Paederia foetida ヘクソカズラ T2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

S ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ +

H + + + ・ ・ + + + + 1・1

Arachniodes sporadosora コバノカナワラビ S ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・

H ・ + ・ + ・ + +・2 + + 1・1

Thelypteris pozoi subsp. mollissima ミゾシダ H + +・2 + 1・2 1・2 +・2 ・ + +・2 ・

Oplismenus compositus var. compositus　 エダウチチヂミザサ H +・2 +・2 + + ・ ・ +・2 + ・ 2・3

Calanthe triplicata ツルラン H + + + ・ ・ ・ 1・1 1・1 1・2 +

Diplazium hachijoense シロヤマシダ H 2・2 2・3 1・2 1・1 ・ 2・3 1・2 ・ 1・2 ・

Rubus buergeri フユイチゴ H + + + ・ + ・ ・ 1・2 1・2 +

Farfugium japonicum ツワブキ H + + 1・1 1・1 ・ ・ ・ 2・1 ・ 2・2

Thelypteris acuminata ホシダ H + + ・ + + ・ ・ ・ + 1・2

Dioscorea japonica ヤマノイモ T2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

S + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +

H ・ +・2 ・ + ・ + ・ + ・ +

Kadsura japonica ビナンカズラ T1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・

T2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

H ・ + + + ・ + ・ ・ ・ 1・1

Arachniodes exilis ホソバカナワラビ H + ・ +・2 + +・2 + ・ ・ ・ +

Psychotria serpens シラタマカズラ H ・ ・ +・2 ・ + + ・ + ・ +・2

Stephania japonica ハスノハカズラ S ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1・2 ・

H ・ ・ ・ + ・ + + ・ 1・2 +

Oreocnide pedunculata ハドノキ T2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2・2 ・ ・

S ・ ・ ・ ・ ・ + ・ 2・3 ・ ・

H ・ + 1・1 + ・ + ・ ・ ・ ・

Asarum kumageanum var. satakeanum ムラクモアオイ H 1・2 1・1 ・ + ・ ・ ・ + ・ 1・2

Hylodesmum laxum オオバヌスビトハギ H ・ ・ + + + + ・ ・ + ・

Machilus thunbergii タブノキ S ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1・1 ・

H ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ +

Alpinia x formosana クマタケラン S 2・2 1・2 ・ ・ ・ 1・2 ・ ・ ・ ・

④ ⑤

④　スギ・ヒノキ植林　　　　⑤　モウソウチク群落
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H ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1・1 ・ ・ ・

Ardisia sieboldii モクタチバナ T2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3・3 ・ ・ ・

S ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1・1 + ・ ・

　 H ・ ・ ・ ・ + + + + ・ ・

Microlepia strigosa イシカグマ H 1・1 1・2 + + ・ ・ ・ ・ ・ ・

Empusa formosana ユウコクラン H + +・2 ・ ・ + 1・2 ・ ・ ・ ・

Lemmaphyllum microphyllum マメヅタ T2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

S ・ ・ ・ ・ + ・ + ・ ・ ・

H +・2 +・2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

Dioscorea quinquelobata カエデドコロ T2 + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

S + +・2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +

H ・ 1・2 ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・

Turpinia ternata ショウベンノキ T2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1・1 ・ ・ ・

S ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1・1 ・ ・ ・

H + ・ ・ ・ ・ + ・ ・ + ・

Dioscorea bulbifera ニガカシュウ H ・ ・ + + + ・ + ・ ・ ・

Leptochilus neopothifolius オオイワヒトデ H ・ ・ 1・2 1・2 1・2 ・ ・ 2・2 ・ ・

Marsdenia tomentosa キジョラン H + ・ ・ + + ・ ・ + ・ ・

Thelypteris parasitica ケホシダ H + 1・2 1・2 + ・ ・ ・ ・ ・ ・

Bolbitis subcordata ヘツカシダ H ・ + 1・2 ・ 2・2 + ・ ・ ・ ・

Coniogramme japonica f. flavomaculata フイリイワガネソウ H 2・2 2・2 ・ + ・ +・2 ・ ・ ・ ・

Amorphophallus kiusianus ヤマコンニャク H ・ ・ ・ + ・ ・ ・ + 1・2 2・2

Neolitsea sericea シロダモ S ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + 1・1 ・

H ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1・1 + ・

Meliosma rigida ヤマビワ S ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1・1 1・1 ・

H ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・

Ampelopsis glandulosa var. hancei テリハノブドウ H ・ ・ + ・ + ・ ・ ・ ・ +

Quercus glauca アラカシ S ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

H ・ ・ + ・ ・ + ・ ・ ・ 2・1

Sarcandra glabra センリョウ S ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2・2

H ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ 1・1 1・1

Odontosoria chinensis ホラシノブ H + + ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・

Idesia polycarpa イイギリ T1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1・1 ・ ・

H ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + ・

Psychotria asiatica ボチョウジ H ・ + + ・ ・ + ・ ・ ・ ・

Houttuynia cordata ドクダミ H 1・1 + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +

Clerodendrum trichotomum var. yakusimense アマクサギ H ・ ・ ・ +・2 ・ ・ ・ ・ + +

Diplazium virescens コクモウクジャク H ・ 2・2 + ・ ・ ・ 1・2 ・ ・ ・

Ophiorrhiza japonica サツマイナモリ H ・ ・ + 1・2 1・2 ・ ・ ・ ・ ・

Vernicia cordata アブラギリ H ・ + ・ + ・ ・ ・ + ・ ・

Ardisia quinquegona シシアクチ S ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1・1 ・ +

H ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・

Deparia petersenii ナチシケシダ H ・ ・ + ・ + ・ ・ + ・ ・

Boehmeria hirtella ケナガバヤブマオ H + 1・1 ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・

Ardisia pusilla ツルコウジ H ・ ・ ・ +・2 + ・ ・ 2・1 ・ ・

Trachelospermum asiaticum var. liukiuense オキナワテイカカズラ T1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・

H ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ +

Heptapleurum heptaphyllum フカノキ T2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・

H ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

Daphniphyllum teijsmannii ヒメユズリハ T1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

T2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

H ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ +

Anodendron affine サカキカズラ T1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

H ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + ・ ・

Myrsine seguinii タイミンタチバナ S ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1・1 ・

H ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・

Pteris dispar アマクサシダ H ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1・1 ・ +

Rubus okinawensis オオバライチゴ H ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ +

Ampelopsis glandulosa var. heterophylla ノブドウ H ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +

Jasminanthes mucronata シタキソウ T1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・

H ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・

Trichosanthes pilosa ケカラスウリ S ・ +・2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

H ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +

Arisaema japonicum マムシグサ H ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + ・

Carex brunnea コゴメスゲ H + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +

Dioscorea tokoro オニドコロ H ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・

Calanthe masuca オナガエビネ H ・ ・ ・ ・ ・ + 1・1 ・ ・ ・

Paraphaius flavus ガンゼキラン H 1・1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・

Staphylea japonica ゴンズイ H ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ +

Calanthe x dominyi リュウキュウエビネ H ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ +

Diplazium okinawaense オキナワコクモウクジャク H 2・3 2・3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

Citrus sp. ミカンｓｐ S ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・

H ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・

Ficus pumila オオイタビ S ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・

H ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・

Chloranthus serratus フタリシズカ H + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1・2 ・

出現１回の種
Also in １；Leptochilus wrightii ヤリノホクハランH＋・2，Lysimachia japonica コナスビH+，Scutellaria indica var. parvifolia コバノタツナミH+，Pteris wallichianaナチシダH+，Tubocapsicum anomalum var. obtusumマルバハダカホオ
ズキH+，in ２；Zanthoxylum ailanthoides var. ailanthoides カラスザンショウS+，Phaius tankervilleae カクチョウランH+，in ３；Eurya japonica var. japonica ヒサカキH+，Lithocarpus edulis マテバシイH+，Trachelospermum asiaticum 
var. asiaticum テイカカズラH+，in ４；Osmunda banksiifolia シロヤマゼンマイH+，Adenostemma latifolium オカダイコンH+，Neocheiropteris ningpoensis ヌカボシクリハランH+，Oplismenus undulatifolius var. imbecillis ホソバチヂミ
ザサH+，in ５；Nephrolepis cordifolia タマシダS1・1，H＋，Alpinia zerumbet ゲットウH1・1，Diplopterygium glaucum ウラジロH+，Rhynchotechum discolor var. austrokiushiuense タマザキヤマビワソウH+，in １２；Cinnamomum 
yabunikkei ヤブニッケイS+，H+，Elaeocarpus zollingeri var. zollingeri　ホルトノキH+，Arisaema thunbergii subsp. thunbergii　ナンゴクウラシマソウH+，Oxalis debilis subsp. corymbosa ムラサキカタバミH+，in１７；Toxicodendron 
succedaneum ハゼノキH+，Symplocos kuroki クロキS1・1，Lonicera japonica スイカズラH+，Oplismenus undulatifolius チヂミザサH1・2，Helicia cochinchinensis ヤマモガシT1＋，S1・1，Lysimachia sikokiana モロコシソウH1・2，
Adenostemma laveniaヌマダイコンH+，Thelypteris torresiana var. torresianaアラゲヒメワラビH+，Carpesium abrotanoides ヤブタバコH+，in ２５；Ardisia crenata マンリョウS2・2，H1・2，Rubus sieboldii ホウロクイチゴH1・2，Smilax 
china サルトリイバラH+，Mallotus japonicus アカメガシワH+，Wisteriopsis japonica ナツフジH+，Lygodium japonicum var. microstachyum ナガバカニクサH+，Cornus macrophylla クマノミズキH+，Hedera rhombea キヅタH+，Smilax 
sebeana ハマサルトリイバラH+，Rhus javanica var. chinensis ヌルデH+，Microstegium vimineumアシボソH1・2，Osmunda japonica ゼンマイH+，Vincetoxicum austrokiusianum ナンゴクカモメヅルH+，Lophatherum gracile ササクサ
H2・2，Sanicula chinensis ウマノミツバH1・2，Persicaria thunbergii var. thunbergii　 ミゾソバH1・2，Cirsium tanegashimense タネガシマアザミH1・1，Rubus grayanus リュウキュウイチゴH+・2，Patrinia villosa オトコエシH+,Carpesium 
cernuum コヤブタバコH+，Carpesium cernuum センダンH+，Carex lenta var. lenta　 ナキリスゲH+，Actinidia rufa　シマサルナシH+，Hylodesmum podocarpum var. japonicum ヌスビトハギH+，Zingiber mioga ミョウガH+，
Eupatorium variabile ヤマヒヨドリH+，in ２８；Trichosanthes kirilowii var. japonica キカラスウリT2 1・1，S1・2，Viburnum odoratissimum var. awabuki サンゴジュH+，Arisaema ringens ムサシアブミH+，in ２９；Neolitsea aciculata イ
ヌガシS1・1，H1・1，Cinnamomum camphora クスノキH+，Laurocerasus zippelianaバクチノキH+，Uncaria rhynchophylla カギカズラT1+，H+，Crateva formosensis ギョボクH+，Clematis pierotii コバノボタンヅルH+，Calanthe 
alismifolia ダルマエビネH+，Microlepia marginata フモトシダH+，Phaius flavus  f. punctatusホシケイランH+



― 38 ―

表６　林縁植物群落・草地群落組成表　

調査区番号 22 14 24 27 23 8 15 20 10 21

調査月日 （2021年） 9月22日 7月31日 9月22日 9月23日 9月22日 9月22日 7月31日 8月1日 4月15日 9月22日

標高（m） 100 100 100 110 50 15 100 30 90 110

方位 SW − SSW − N NNE − − − −

傾斜 （゜） 30 0 60 0 30 70 0 0 0 0

調査面積（m×m） 8*20 5*20 5*10 3*15 2*10 10*8 5*10 15*15 3*8 10*10

備
考 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

高木層（T1）の高さ（m） 12
高木層（T1）の植被率（%） 60
亜高木層（T2）の高さ（m） 9 8 8 4 8
亜高木層 （T2）の植被率（%） 80 40 70 60 50
低木層（S）の高さ（m） 4 4 4 5.35 4 5 2 2.2 2.5
低木層（S）の植被率（%） 30 40 90 70 90 70 70 60 95
草本層（H）の高さ（m） 1 1 1 1 1 1 0.5 1 1.5 1
草本層（H）の植被率（%） 40 50 40 70 10 40 30 70 95 30

出現種数 45 70 30 36 17 44 22 43 13 17
和名 階層 22 14 24 27 23 8 15 20 10 21
アカメガシワ－カラスザンショウ群落区分種

Mallotus japonicus アカメガシワ T1 ・ 2・3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
T2 2・2 1・1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
S ・ ・ 2・2 3・3 ・ ・ ・ ・ ・ ・
H + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・

Ampelopsis glandulosa var. hancei テリハノブドウ T2 2・3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
S ・ + 2・3 ・ 1・2 ・ ・ ・ ・ ・
H + + ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・

Ficus erecta var. erecta　 イヌビワ T2 3・3 2・3 ・ ・ ・ 1・1 1・1 1・1 ・ ・
S 2・2 ・ 3・3 2・3 ・ 1・1 ・ ・ ・ ・
H ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・

Zanthoxylum ailanthoides var. ailanthoides　 カラスザンショウ T1 ・ 1・1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
H ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・

Oreocnide pedunculata ハドノキ T2 1・1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
S 1・1 2・2 ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・
H ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・

Toxicodendron succedaneum ハゼノキ T1 ・ 2・2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
T2 3・3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
S ・ 1・1 ・ 1・1 ・ ・ ・ ・ ・ +
H ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

クズ群落区分種
Pueraria lobata subsp. lobata　 クズ T2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ + 1・2 ・ ・

S ・ ・ 4・4 5・4 4・4 ・ + + ・ ・
H ・ + 2・2 ・ ・ ・ ・ + ・ ・

ヘゴ群落区分種
Cyathea spinulosa ヘゴ S ・ ・ ・ ・ ・ 3・3 ・ ・ ・ ・
Quercus glauca アラカシ T2 ・ ・ ・ ・ ・ 2・3 ・ ・ ・ ・

S ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・
Rhus javanica  var. chinensis ヌルデ T2 ・ ・ ・ ・ ・ 2・3 ・ ・ ・ ・

S ・ ・ ・ ・ ・ 2・2 ・ ・ ・ ・
サキシマフヨウ群落区分種

Hibiscus makinoi サキシマフヨウ T2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4・4 ・ ・ ・
Ricinus communis トウゴマ T2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2・2 ・ ・ ・

S ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1・1 ・ ・ ・
アブラギリ群落

Vernicia cordata アブラギリ T2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3・3 ・ ・
Maesa perlaria var. formosana シマイズセンリョウ T2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3・4 ・ ・

H + 1・1 ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・
ホウロクイチゴ群落区分種

Rubus sieboldii ホウロクイチゴ S 1・2 ・ ・ ・ ・ 2・3 2・3 3・4 ・ ・
H 1・2 + ・ 1・1 2・2 2・3 + ・ 5・4 ・

ナピアグラス群落区分種
Pennisetum purpureum ナピアグラス S ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4・4

その他の種
Piper kadsura フウトウカズラ T2 ・ + ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・

S ・ + 2・2 + ・ ・ ・ + ・ ・
H 2・2 + 1・1 + ・ ・ + 1・1 + ・

Paederia foetida ヘクソカズラ T2 ・ ・ ・ ・ ・ 1・2 ・ ・ ・ ・
S ・ ・ 1・2 ・ ・ ・ + ・ ・ 1・2
H ・ + ・ + ・ ・ + ・ + 1・2

Farfugium japonicum ツワブキ H 1・1 1・2 ・ 1・1 ・ + ・ + ・ 1・2
Thelypteris acuminata ホシダ H 2・2 1・2 2・3 3・3 ・ 1・1 + ・ ・ ・
Cocculus trilobus アオツヅラフジ T2 1・1 ・ ・ ・ ・ 2・2 ・ ・ ・ ・

S ・ ・ 1・2 ・ ・ 1・2 ・ ・ ・ ・
H ・ + 1・1 ・ 1・2 + ・ ・ ・ +

Smilax bracteata var. bracteata　 サツマサンキライ T2 ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
S + + 2・2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
H + 1・1 ・ + ・ ・ ・ + ・ ・

Alpinia x formosana クマタケラン S ・ ・ 1・1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
H 1・2 2・2 1・1 1・1 ・ + ・ ・ ・ ・

Microlepia strigosa イシカグマ H +・2 ・ ・ + + + ・ 2・2 ・ ・
Dioscorea japonica ヤマノイモ T2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・

S ・ ・ 1・2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
H ・ + + + ・ + ・ ・ ・ ・

Nephrolepis cordifolia タマシダ H 2・3 2・2 2・2 2・2 ・ +・2 ・ ・ ・ ・
Alpinia zerumbet ゲットウ T2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2・2 ・ ・ ・

S 2・2 1・1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
H ・ ・ ・ 3・3 ・ ・ ・ ・ ・ 1・1

Miscanthus sinensis var. condensatus ハチジョウススキ T2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1・1 ・ ・ ・
S ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1・2 ・ ・ 3・3
H 1・2 ・ ・ ・ 1・1 ・ ・ ・ 2・2 ・

Solidago altissima セイタカアワダチソウ S ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2・3 ・ ・ 2・2
H ・ ・ + ・ 1・1 ・ ・ ・ + ・

Alpinia intermedia アオノクマタケラン　 H + 1・1 + ・ ・ ・ ・ + ・ ・
Ctenitis subglandulosa カツモウイノデ S ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

H +・2 ・ ・ 1・2 ・ 2・2 ・ 1・2 ・ ・
Machilus thunbergii タブノキ T1 ・ 2・2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

T2 ・ 2・3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

⑫
⑦

林縁植物群落
　　⑥　アカメガシワ－カラスザンショウ群落　　⑦　クズ群落
　　⑧　ヘゴ群落　　⑨　サキシマフヨウ群落　⑩アブラギリ群落　⑪　ホウロクイチゴ群落
草本植物群落
　　⑫　ナピアグラス群落

⑥
⑧ ⑨ ⑩ ⑪
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S ・ 2・2 ・ 2・2 ・ ・ ・ ・ ・ 1・1
H + ・ ・ 1・1 ・ ・ ・ ・ ・ ・

Neolitsea sericea シロダモ T2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1・1 ・ ・
S ・ ・ ・ 1・1 ・ ・ ・ + ・ ・
H + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・

Trachelospermum asiaticum var. liukiuense オキナワテイカカズラ T2 2・2 + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
S 1・2 + ・ 3・3 ・ ・ ・ ・ ・ ・
H 1・1 + ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・

Stephania japonica ハスノハカズラ S ・ ・ 1・1 ・ ・ ・ + ・ ・ ・
H ・ + + ・ ・ ・ ・ 1・2 ・ ・

Dioscorea bulbifera ニガカシュウ T2 ・ ・ ・ ・ ・ + ・ 1・2 ・ ・
S ・ ・ ・ ・ 3・3 ・ ・ 2・2 ・ ・
H ・ + ・ ・ 1・1 ・ ・ + ・ ・

Lonicera japonica スイカズラ S ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・
H + ・ ・ + ・ ・ + ・ +・2 ・

Persicaria chinensis ツルソバ H ・ ・ ・ ・ + + + ・ ・ +
Clematis terniflora センニンソウ S ・ ・ 2・3 2・2 2・2 ・ ・ ・ ・ ・

H ・ ・ 1・1 1・1 ・ + ・ ・ ・ ・
Bidens pilosa var. pilosa　 コセンダングサ H ・ + 1・1 + ・ ・ 1・2 ・ ・ ・
Clerodendrum trichotomum var. trichotomum　 クサギ S ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1・1 ・ ・ ・

H ・ 1・1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
Clerodendrum trichotomum var. yakusimense アマクサギ S ・ ・ ・ ・ 4・4 ・ ・ ・ ・ ・

H ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・
Angiopteris lygodiifolia リュウビンタイ H ・ ・ + ・ ・ + ・ 1・2 ・ ・
Alocasia odorum クワズイモ S 1・1 1・2 ・ ・ ・ ・ ・ 3・4 ・ ・

H + ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1・1 ・ ・
Gynostemma pentaphyllum アマチャヅル T2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・

H ・ + ・ + ・ ・ ・ + ・ ・
Oplismenus compositus var. compositus　 エダウチチヂミザサ H ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + 2・2 +
Ardisia crenata マンリョウ S ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

H 1・1 1・1 ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・
Anodendron affine サカキカズラ S ・ ・ ・ 2・2 ・ ・ ・ ・ ・ ・

H + + ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・
Callicarpa japonica var. luxurians オオムラサキシキブ S ・ 2・2 1・1 ・ ・ + ・ ・ ・ ・

H ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
Styrax japonicus エゴノキ T2 ・ ・ ・ ・ ・ 1・1 ・ 1・1 ・ ・

S 1・1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
Rubus okinawensis オオバライチゴ S ・ ・ 1・1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

H ・ ・ ・ + 1・2 ・ ・ ・ ・ ・
Wisteriopsis japonica ナツフジ S ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・

H + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
Lygodium japonicum var. microstachyum ナガバカニクサ S ・ ・ + ・ ・ + ・ ・ ・ ・

H 1・2 ・ 1・1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
Arundo donax ダンチク T2 1・1 ・ ・ ・ ・ 2・2 1・1 ・ ・ ・
Artemisia indica ニシヨモギ S ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1・1 ・ ・ ・

H ・ 1・1 + ・ ・ ・ 1・1 ・ ・ ・
Justicia hayatae キツネノマゴ H ・ +・2 1・2 + ・ ・ ・ ・ ・ ・
Psychotria serpens シラタマカズラ H ・ + ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・
Ardisia sieboldii モクタチバナ S ・ ・ 1・1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

H ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・
Pteris fauriei ハチジョウシダ H ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + ・ ・
Heptapleurum heptaphyllum フカノキ T2 ・ 1・1 ・ ・ ・ 1・1 ・ ・ ・ ・
Thelypteris pozoi subsp. mollissima ミゾシダ H ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + ・ ・
Eurya japonica var. japonica ヒサカキ T2 1・1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

S 1・1 + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
Dioscorea quinquelobata カエデドコロ T2 + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

H ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
Lithocarpus edulis マテバシイ T1 ・ 1・1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

S ・ 2・2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
H ・ 1・2 ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・

Castanopsis sieboldii subsp. sieboldii　 スダジイ T1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
T2 ・ ・ ・ ・ ・ 1・1 ・ ・ ・ ・
S ・ ・ ・ 1・1 ・ ・ ・ ・ ・ ・

Leptochilus neopothifolius オオイワヒトデ H ・ ・ ・ ・ ・ 1・1 ・ 1・2 ・ ・
Ampelopsis glandulosa var. heterophylla ノブドウ S ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・

H ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
Houttuynia cordata ドクダミ H ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1・2 + ・ ・
Trichosanthes pilosa ケカラスウリ T2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・

S ・ ・ ・ ・ 1・2 ・ ・ ・ ・ ・
H ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

Fatsia japonica ヤツデ S ・ + ・ ・ ・ 1・1 ・ ・ ・ ・
H ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・

Carex alopecuroides var. chlorostachya シラスゲ H ・ + ・ ・ ・ ・ ・ 1・1 ・ ・
Dioscorea tokoro オニドコロ T2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・

H + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
Hedera rhombea キヅタ H ・ + ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・
Smilax sebeana ハマサルトリイバラ T2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2・2 ・ ・

S ・ ・ 2・3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
H ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

Vitis ficifolia エビヅル S ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1・2
H ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

Trichosanthes laceribractea オオカラスウリ S ・ + 2・2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
Commelina communis ツユクサ H ・ + ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・
Ipomoea indica ノアサガオ S ・ ・ ・ ・ 2・3 ・ 2・2 ・ ・ ・

H ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2・3 ・ ・ ・
Scirpus ternatanus オオアブラガヤ H ・ ・ ・ + ・ ・ ・ + ・ ・
Eurya emarginata ハマヒサカキ T2 3・3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

S ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +
Imperata cylindrica var. koenigii チガヤ H ・ ・ 1・2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ +

出現１回の種
Also in ８；Deparia lancea ヘラシダH2・2，Arachniodes sporadosora コバノカナワラビH+，Diplopterygium glaucum ウラジロS2・3，H2・2，Dryopteris sordidipes ヨゴレイタチシダH+，Bambusa multiplex 
ホウライチクT2 2・2，Leptochilus wrightii ヤリノホクリハランH1・2，Osmunda banksiifolia シロヤマゼンマイH2・3，Gardenia jasminoidesクチナシH+，Stachyurus praecox ハチジョウキブシT2 2・2，
Deutzia scabra var. scabra　マルバウツギH2・2,Carex nemostachys アキカサスゲH+，Woodwardia prolifera ハチジョウカグマH+，in １０；Odontosoria chinensis ホラシノブH+,Dicranopteris pedata コシ
ダH2・3，Rhaphiolepis indica var. umbellata シャリンバイH+，in １４；Cinnamomum yabunikkei ヤブニッケイH+，Symplocos kuroki クロキH+，Podocarpus macrophyllus イヌマキH+，Elaeagnus glabra ツ
ルグミH+，Prunus jamasakura var. chikusiensis ツクシヤマザクラT1 2・2，Camellia japonica ヤブツバキS2・2，H+，Oplismenus undulatifolius チヂミザサH2・3，Cinnamomum camphoraクスノキS1・1，
Microstegium vimineumアシボソH1・2，Morus australis シマグワT1 2・2，T2 1・1,S2・2，Hydrocotyle sibthorpioides チドメクサH+・2，Teucrium viscidum var. miquelianum ツルニガクサH+・2，Persicaria 
chinensis ツルソバH+，Persicaria longiseta イヌタデH+，Achyranthes bidentata var. tomentosa イノコヅチH+，Aralia ryukyuensis リュウキュウタラノキH+，Grona heterocarpa シバハギH+，Murdannia 
loriformis シマイボクサH+，Bidens pilosa var. radiata シロノセンダングサH+,Erigeron canadensis ヒメムカシヨモギH+,Crassocephalum crepidioides ベニバナボロギクH+,Tubocapsicum anomalum var. 
obtusumマルバハダカホオズキH+,Cryptotaenia canadensis subsp. japonica ミツバH+, in １５；Aster indicus コヨメナH+,Rhynchosia volubilis タンキリマメS+, in ２０；Diplazium hachijoense シロヤマシダ
H3・3,Diplazium virescensコクモウクジャクH+,Machilus japonica ホソバタブH+,Maclura cochinchinensis カカツガユH+,Lysimachia sikokiana モロコシソウH+,Adenostemma lavenia ヌマダイコン
H+,Osmunda japonica ゼンマイH+,Laurocerasus zippeliana バクチノキH+, Pteris nipponica マツザカシダH+,in ２１；Capillipedium parviflorum ヒメアブラススキH2・2,Lactuca indica アキノノゲシH1・
1,Lactuca indica メドハギH+, in ２２；Kadsura japonica ビナンカズラT2+,Turpinia ternata ショウベンノキH+,Arachniodes exilis ホソバカナワラビH1・2,Lonicera hypoglauca キダチニンドウH+,Cerasus 
jamasakura ヤマザクラT2 1・1,Staphylea japonica ゴンズイT2 1・1,Elaeagnus umbellata var. umbellata　アキグミT2 2・2,Boehmeria nivea var. concolor カラムシH+,Sphagneticola calendulacea クマノギ
クH+,Cycas revoluta ソテツH+,Celastrus punctatus テリハツルウメモドキT2+,H+, in ２３；Pleioblastus linearis リュウキュウチクS3・3,Pteridium aquilinum subsp. japonicum ワラビH1・1,Humulus 
scandens カナムグラS+, in ２４；Trichosanthes kirilowii var. japonica キカラスウリS3・3,Ficus superba var. japonica アコウS2・2,Causonis japonica ヤブカラシS2・2,H1・2, in ２７；Cornus macrophylla ク
マノミズキS1・1,Vincetoxicum austrokiusianum ナンゴクカモメヅルH+,Rubus parvifolius ナワシロイチゴH+
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図４　スギ林内のヘゴ

図３　大田のヘゴ個体群周辺植生図

図６　林縁部のヘゴ

図５　４mを越えるヘゴ
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ロック内に立木することはない。
　各調査地点の立地は以下のとおりである。
A地点：標高40ｍの渓流の左岸側に沿う。急崖の南
側に向かいわずかに崖錐となった緩斜面で，毎木調
査図では下位が渓流に沿う（渓流はブロック1，2，
3，4の方向に流れる）。スギ林下で，林床はほぼ全
面シダ植物で被覆される（植生調査地点番号1の群
落）。3ブロックには表層流の浸食による裸地がある。
B地点：谷部にある標高50ｍの緩斜面で，谷上部に
向かい田の字型に調査ブロックを配置した。ブロッ
クの3，4が渓流に面する。ヒノキも混じるスギ林下
で，林床はほぼ全面シダ植物で被覆される（植生調
査地点番号2の群落）。2001年9月の集中豪雨で土砂
崩壊・堆積のあった地点で現在も表層流のため浸食
が起こっている。
C地点：道路屈曲点に沿う標高65ｍのやや深い谷部
の緩斜面。谷上部に向かい田の字型に調査ブロック
を配置した。ブロックの3，4が渓流に面する。スギ
林下で，林床はほぼ全面シダ植物で被覆される（植
生調査地点番号3の群落）。
D地点：標高70ｍの谷部のスギ林で，支川にさらに
支川がほぼ直角に突入する地点でなだらかな斜面で
ある。林床には岩石の堆積が見られるがそれ以外は
シダ植物が被覆する（植生調査地点番号4の群落）。
1, 3ブロックで渓流に面する。
E地点：道路直下の急崖斜面にあるスギ林。標高は
90ｍ。上位にある道路に向かい左より1，2，3，4と
ブロックを設置した。スギ林下で，林床はほぼ全面
シダ植物で被覆される（植生調査地点番号5の群落）。
　また，調査にあたって，地上茎が判別できるもの
を成株とし，判別できないものを幼株，途中欠損し
たものを枯株とし区別した。高さは芽（成長点）の
高さとし，茎周は地上50㎝の位置で計測した。成長
点が50㎝より低いものについては計測できる位置の
茎周とした。また，幼株は植物体の高さと葉の枚数
を記録した。

　各地点でのヘゴの分布及び個体のサイズについて
は図5，表6とおりである。
Ａ地点：高さが255㎝の株を最大として成株が24株
あり，幼株が16株ある。幼株があるのは2，3，4ブ
ロックで土砂崩壊が近年起こったところである。
Ｂ地点：林冠の植被率が10%で明るく，ヘゴの植被
率が80%と全調査地点中最大である。成株が13株，
幼株が87株と突出している。枯株も13株あり，全ブ
ロックにわたる。幼株は斜面下部の3，4ブロックに
集中して分布する。成株の個体数も13株と多く，高
さは4.66ｍを最大として4ｍ台が3株あり，平均株高
は3.55ｍで巨株の空間である。また，枯株の茎周が
20 ～ 30㎝台で枯損状態も類似であることから同時
期の台風による倒壊と推定される。
Ｃ地点：林冠のスギの植被率が80%と高い割にヘゴ
の植被率は60%と高い。成株の個体数は10，幼株が
１，枯株が１株ある。4ブロックでは林冠植被率が
高く，枯株もあって，衰退気味であった。
Ｄ地点 ：成株が7個体のみで，幼株は確認されない。
高さが6ｍを越える個体もあり，また，株高も平均
422㎝と調査地点の中では最大である。谷地で林冠
のスギの植被率が高く，渓流をまたぐ形で調査地点
を設定しているので，絶えず表層流が流れ，枯株が
流されたり，幼株が芽生えても失われたりした可能
性がある。
Ｅ地点：5調査地点の中で最も高標高にあり，乾燥
した立地ではあるが，谷部に位置するため湿度は保
たれていると見られる。2ブロックの林冠の植被率
は95％と高いが，ブロック内で高低差があり，入射
光も多いためか，ヘゴの植被率も70％と高い。
　これらの調査地点でえられたデータを整理すると
成株73個体の高さ分布は，図9，表8のとおりとなり，
最大で604㎝平均で188㎝となった（表7毎木調査票）。

図9　5地点の成株の高さ分布
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図4　ヘゴ個体群分布図（網掛部）及び毎木調査地点図
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表７　毎木調査票

A地点

個体番号 高さ 茎周 備考 個体番号 高さ 茎周 備考 個体番号 高さ 茎周 備考 個体番号 高さ 茎周 備考 成株数 24
1 255 61 1 153 35 1 130 39 1 11 10 幼株数 16
2 196 61 2 5 　 3 2 56 24 2 83 30.5 枯株数 0
3 3 2 3 3 42 22 3 83 29.5 林冠植被率 60
4 4 16 15 4 16 15.5 4 168 29 ヘゴ植被率 60
5 5 10 4 5 30 22.5 5 4 3
6 6 3 3 6 65 27.5 6 5 1
7 7 3 3 7 7 13 7 38 23
8 8 2 3 8 10 14 8 113 34
9 9 2 3 9 4 15.5 9 6  3

10 10 76 34 10 6 10 8 16
11 11 11 5 11 15 17.5
12 12 12 2 12 9 4
13 13 13 5 13 65 29
14 14 14 2 14
15 15 15 10 13 15

成株数 2 林冠植被率 70 成株数 3 林冠植被率 30 成株数 10 林冠植被率 40 成株数 9 林冠植被率 50
幼株数 0 ヘゴ植被率 70 幼株数 7 ヘゴ植被率 40 幼株数 5 ヘゴ植被率 50 幼株数 4 ヘゴ植被率 90
枯株数 0 枯株数 0 枯株数 0 枯株数 0

B地点
Ｂ累計

個体番号 高さ 茎周 備考 個体番号 高さ 茎周 備考 個体番号 高さ 茎周 備考 個体番号 高さ 茎周 備考 成株数 13
1 330 51.5 1 456 48.5 1 357 72 1 410 88 幼株数 87
2 344 52 2 264 46.3 枯株 2 285 44 2 397 78 枯株 枯株数 13
3 80 30 枯株 3 362 53.4 9 348 72 3 205 44 枯株 林冠植被率 10
4 69 25 枯株 4 176 39.7 28 31 23 枯株 4 255 44.5 ヘゴ植被率 80
5 100 34.9 枯株 5 29 84 26 枯株 5 466 87
6 140 28 枯株 6 30 293 55
7 120 38.2 枯株 7 31 105 30 枯株
8 416 76.1 8
9 151 39.7 枯株 9

10 182 39 枯株 10
成株数 3 林冠植被率 0 成株数 3 林冠植被率 20 成株数 4 林冠植被率 0 成株数 3 林冠植被率 30
幼株数 0 ヘゴ植被率 95 幼株数 0 ヘゴ植被率 70 幼株数 39 ヘゴ植被率 90 幼株数 48 ヘゴ植被率 60
枯株数 7 枯株数 1 枯株数 3 枯株数 2

 
C地点

個体番号 高さ 茎周 備考 個体番号 高さ 茎周 備考 個体番号 高さ 茎周 備考 個体番号 高さ 茎周 備考 成株数 10
1 281 39 1 285 49 1 248 37.5 1 123 27 幼株数 1
2 262 37 2 145 33 枯株 2 157 31 2 83 22 枯株 枯株数 2
3 3 178 26 3 4 3 128 24 林冠植被率 80
4 4 202 34 4 4 212 33 ヘゴ植被率 60
5 5 5 5

成株数 2 林冠植被率 80 成株数 3 林冠植被率 80 成株数 2 林冠植被率 80 成株数 3 林冠植被率 90
幼株数 0 ヘゴ植被率 30 幼株数 0 ヘゴ植被率 80 幼株数 1 ヘゴ植被率 50 幼株数 0 ヘゴ植被率 40
枯株数 0 枯株数 1 枯株数 0 枯株数 1

D地点

個体番号 高さ 茎周 備考 個体番号 高さ 茎周 備考 個体番号 高さ 茎周 備考 個体番号 高さ 茎周 備考 成株数 7
1 343 40 1 241 47 1 510 51.5 1 337 69 幼株数 0
2 344 43 2 2 604 49.5 2 573 85 枯株数 0
3 3 3 3 林冠植被率 70
4 4 4 4 ヘゴ植被率 40
5 5 5 5

成株数 2 林冠植被率 70 成株数 1 林冠植被率 90 成株数 2 林冠植被率 70 成株数 2 林冠植被率 60
幼株数 0 ヘゴ植被率 50 幼株数 0 ヘゴ植被率 30 幼株数 0 ヘゴ植被率 50 幼株数 0 ヘゴ植被率 50
枯株数 0 枯株数 0 枯株数 0 枯株数 0

E地点
Ｅ累計

個体番号 高さ 茎周 備考 個体番号 高さ 茎周 備考 個体番号 高さ 茎周 備考 個体番号 高さ 茎周 備考 成株数 19
1 61 25 1 37 28 1 69 26 1 275 39 幼株数 1
2 58 23 2 43 25 2 202 37.5 2 252 45.5 枯株数 3
3 13 14 3 47 16 3 134 28.5 枯株 3 275 40 林冠植被率 80
4 8 11 4 157 25 4 161 26 枯株 4 177 37 ヘゴ植被率 70
5 2 5 69 21 枯株 5 5
6 16 13 6 282 62 6 6
7 332 91 7 7 7
8 4 8 8 8 8
9 150 29 9 9 9

10 10 10 10
成株数 8 林冠植被率 70 成株数 5 林冠植被率 95 成株数 2 林冠植被率 90 成株数 4 林冠植被率 80
幼株数 1 ヘゴ植被率 80 幼株数 0 ヘゴ植被率 70 幼株数 0 ヘゴ植被率 40 幼株数 0 ヘゴ植被率 70
枯株数 0 枯株数 1 枯株数 2 枯株数 0

Ａ累計

３ブ
ロック
の幼苗

3（2,5),4（1.5,1）,5（1,1）,6(2,2)，7(1,3)，8(1,2)，10(2,2)、11(1,2),12(2,3)，13(2,3)，14(2,3)，5(2,3)、
16(1,3)，17(1,1),18(1,2)，19(1,3),20(1,1)21(2,4)，22(1,2)，23(1,2)，24(1,2 )，25(1,2)，26(1,1),27(1,3)，
32(3,4)，33(5,4),34(16,2)，35(4,5)，36(3,3)，37(3,4)，38(3,3)，39(4,4)，40(3,2)，41(2,1)，42(3,3)，43(3,3)，
44(2,2)，45(1,2)，46(1,2)，

４ブ
ロック
の幼苗

6(2,3)，7(2,4)，8(2,2)，9(1,2)，10(4,3)，11(3,3)，12(5,4)，13(2,3)，14(3,4)，15(1,2)，16(1,3)，17(4,2)，
18(3,3)，19(4,4)，20(4,5)，21(4,3)，22(2,2)，23(2,3)，24(2,2)，25(5,2)，26(2,3)，27(4,3)，28(2,2)，29(3,2)，
30(1,2)，31(1,2)，32(1,2)，33(1,1)，34(2,2)，35(1,3)，36(1,1)，37(1,2)，38(2,2)，39(2,1)，40(2,2)，41(2,3)，
42(2,2)，43(2,3)，44(1,2)，45(3,4)，46(5,3)，47(2,2)，48(2,2)，49(1,1)，50(1,1)，51(2,1)，52(1,2)，

1ブロック 2ブロック 3ブロック 4ブロック

1ブロック 2ブロック 3ブロック 4ブロック

※幼苗は　個体番号（成長点の高さ、葉の枚数）の順で記載

1ブロック 2ブロック C累計

D累計

1ブロック 2ブロック 3ブロック 4ブロック

3ブロック 4ブロック

1ブロック 2ブロック 3ブロック 4ブロック
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表8　成株の高さによる個体分布
個体数 %

0 ～ 1m 未満 28 38.4
1 ～ 2ｍ 13 17.8
2 ～ 3ｍ 16 21.9
3 ～ 4ｍ 8 11.0
4 ～ 5ｍ 5 6.8
5 ～ 6ｍ 2 2.7
6 ～ 7ｍ 1 1.4
累　計 73 100.0

　また，視認性が高いと推量される1ｍ以上の個体
は表8から全体の成株のうち61.6%を占める。
　幼苗は105株確認されたが，その高さは図7のと
おり1 ～ 2㎝程度のところが圧倒的に多く，それ以
上についてはわずかに10㎝前後に小さなピークが
ある。前者が1年生，後者が2年生と考えられ，1年
の間に淘汰されたものと推定される。

図10　幼株の高さ分布

　また，図11のように枯死株は高さが50㎝～ 175㎝
で欠損するものが大半であるが，4ｍを越えるもの
もある。風等による欠損は，茎の上部より茎の下
部で折れることが多いことが推測される。

図11　枯死株の高さ分布

　また，成株の茎周は図12のとおりとなった。茎
と思われる部分は茎を被覆する不定根の集まりで
あるため，茎周は同一個体でも茎の中途に瘤状の
ものが複数あったりして必ずしも下部から減衰せ
ず，高さと茎周は厳密には関連しないが，9 ～ 54

㎝までの 広い範囲でピークがある。
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図12　成株の茎周分布

　また，図13のように枯死株では18 ～ 36㎝の範囲
にピークがあり，成株の中では小型の個体にあた
ることから，（茎を覆う不定根は枯死後，剝がれや
すくなることもあるが），茎周の小さな個体では風
等の影響を受けやすい傾向がある可能性がある。

図13　枯死株の茎周分布

4　考察
（1）大田のヘゴの個体数

　図７のヘゴの分布図の面積と毎木調査の集計か
ら大田のヘゴの個体数について単純に推計した。
 （ 分布面積23,042㎡， 成株　73/500㎡，幼株　105/500㎡）
　成株　3,364幼株　4,839　計　8,203

　また，1ｍ以上ある株は　2,072株と算定された。
　目につきやすいサイズで2,000 ～ 3,500株，幼苗
まで含めて5,000 ～ 9,000株の範囲にあると推測さ
れる。

（2）太田のヘゴの年間成長量と寿命

　2020年9月24日に調査したB地点で，1年後の2021

年9月20日に再調査した結果が表9である。
　2020年の平均茎高と標準偏差は346.0±81.6㎝で
あり，一年後に367.8±85.4㎝となった。1年間の平
均成長量は21.8±18.4であり，最大で58㎝の成長を
示した個体があった。
　2020年の茎高と茎高成長量の関係に関しては，
明確な相関関係はなかったが，茎高3~4ｍ程度のサ
イズの個体で大きな成長量を示す傾向があった。
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一方，茎高成長が10㎝未満の個体も多かった。
　また，ブロックによって成長量に差がみられた。
上位にある1，2ブロックは成長量が少なく下位にあ
る3，4ブロックは大きく成長している。
　土地所有者からの聞き取りによると，調査地点は
平成13年（2001年）9月2日の集中豪雨で崩壊し，土
壌が堆積し裸地になり，現在も表層流により土の浸
食や堆積が続いている。58㎝の成長は土地の浸食に
よって土壌面が低下したため個体の高さが伸張した
分もあると考えられる。
　またB地点のヘゴの成株で4ｍを越えるものが5株
（424，468，415，459，477㎝）あることから，単
純に20年間の成長とすると，年間22.4㎝と見ること
ができる。この値は2020年から2021年までの平均成
長量21.8㎝（表9）とほぼ同じであったことからみて，
年間成長量約20㎝はヘゴの一般的な成長の範囲と推
定される。
　また，これまで確認した大田のヘゴの最大高は北
緯30°47′44.17″，東経131°03′41.23″にある8ｍで
ある。このことからヘゴは40 ～ 60年程度の寿命と
考えられる。
　一方幼株は1，2ブロックでは発生せず，3，4ブ
ロックでは1年の間にすべて淘汰された。2021年に
確認した個体は全て新たに2020年とは異なる位置で
発生した個体であった。ヘゴは陽生植物であるため，
大型のカツモウイノデやシロヤマシダ等が密生して
上層を植物体で覆ったため2020年調査の幼株は枯死
してしまったと考えられ，また，新たに土壌の浸食
や堆積によって裸地ができ，ヘゴの幼株が発生した
と推測される。

（3）大田のヘゴ個体群の保存について

①　ヘゴの植物としての特異性
　ヘゴは熱帯系の植物で，シダ植物としては地下茎
が不定根によって保護され，幹のようになって地上
高く成長する稀な植物種である。また，個体の成長
も早く年間に20㎝以上伸長成長する陽生植物で，中
生代からの遺存植物で生きた化石といわれる。この
ため北限地帯の分布地は天然記念物に指定されてい
る。
②　大規模・大型の個体群
　鹿児島県内にある天然記念物指定地での成株の個
体数は10数株から数10株のオーダーである。大田の
ヘゴ個体群は狭い面積の中で成株が数千株に及び集
中的に生育している。また植物体の高さは4ｍを越

えるものも多く，なかには8ｍのものもある。ヘゴ
が林立しているところがいつまでも続く景観は幻想
的で圧巻である。
③　安定した立地環境，豊かな植物相
　生育地は主に北向きの湿潤な渓流沿いの谷筋で，
山稜に囲まれ北風，海風に晒されず，降霜の懸念も

図14　B地点におけるヘゴの茎高（調査開始時の茎

高）と1年間の茎高成長量の関係

図15　B地点ブロック毎成長量

表9　B地点1年の変遷

成株 高さ（cm） 茎周（cm）
ブロッ
ク番号

個体
番号 2020年 2021年 成長量 2020年 2021年 成長量

１
ブ
ロ
ッ
ク

１ 330 333 ３ 51.5 55.7 4.2 
２ 344 349 ５ 52.0 66.5 14.5 
８ 416 424 ８ 76.1 84.3 8.2 

２
ブ
ロ
ッ
ク

１ 456 468 12 48.5 58.6 10.1 
２ 362 395 33 53.4 60.5 7.1 
３ 176 183 ７ 39.7 41.0 1.3 

３
ブ
ロ
ッ
ク

１ 357 415 58 72.0 76.0 4.0 
２ 285 291 ６ 44.0 42.9 -1.1 
９ 348 378 30 72.0 79.5 7.5 
30 293 333 40 55.0 61.0 6.0 

４
ブ
ロ
ッ
ク

１ 410 459 49 52.5 52.5 0.0 
４ 255 277 22 44.5 45.4 0.9 
５ 466 477 11 87.0 91.0 4.0 

平均 346 368 21.8 57.6 62.7 5.1 

幼株
2020年（株数） 2021年（株数）

１ブロック 0 0
２ブロック 0 0
３ブロック 39 1
４ブロック 48 5
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ない立地である。また，スギ林という人為的な環境
であるが，所有者によって下払い，間伐等丁寧に管
理され，明るい林内環境が維持されている。また，
このスギ林やスギ林を取り囲むスダジイやマテバシ
イ2次林には地域の特徴的な植物種も保護され，絶
滅危惧種も多数含まれる豊富な植物相となっている。
④　保護と活用
　2010年に西之表市の天然記念物に指定され，この
ヘゴを見ようと多くの観光客も訪れていることで地
域の活性化に寄与している。また，地域ではこのヘ
ゴの生育環境を守ろうと地域，行政，NPO団体等の
手でスギ林の管理や育林活動，清掃活動も定期的に
行われている。
　大田のヘゴ個体群にはヘゴが語る日本の地史や進
化の特異性，現在のわが国の自然の特性を理解する
上で欠かせない豊かな生物相に支えられた地域独特
の自然誌がある。さらにここの大規模な個体群は人
の関与により成立したものである。ヘゴが持つ人と
のかかわりが日本人と自然との関わり方，心象風景
を語る上で欠かせないものとなっており，我が国の
自然の文化財天然記念物としてふさわしい価値を持
つといえる。
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